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通期業績予想の修正及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、また特別損失の計上により、平成１９年５月１４日に業績予想を
公表いたしました平成２０年３月期(平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日)の業績予想を下記の
とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

 

記 

１． 平成２０年３月期通期業績予想の修正（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

                                                                       (単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想  （Ａ） 1,250 45 45 100 11,413 円 29 銭

今回修正予想  （Ｂ） 1,115 34 39 56 6,503 円 55 銭

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △135 △11 △6 △44     － 

増 減 率     ％ △10.8%  △24.4%    △13.3%     △44%     － 

前 期 実 績 

（平成 19 年 3 月期） 
998 △112 △119 △182  △20,901 円 15 銭

 

 

２．修正の理由 

当社の通期業績予想につきまして、新規顧客の獲得は順調に推移したものの、新規事業の立上

げの遅延により計画を達するに至りませんでした。そのため、売上高が前回発表予想を下回る見

込みとなりました。 

当期純利益につきましては、既に発表済みの投資有価証券評価損による特別損失に加え、たな

卸資産評価損を特別損失に計上することになり、当期純利益は、前回発表予想より下回る見込

みとなりました。 

 



３．特別損失の発生とその内容 

たな卸資産の評価において、一部の商品在庫につきまして簿価を切下げすることにより、たな卸

資産の評価減として「たな卸資産評価損」１５百万円発生いたします。これに「投資有価証券評価

損」２６百万円を加えた約４１百万円を平成２０年３月期の決算において特別損失に計上すること

により財務の健全性を維持します。 

以上 


